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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞
・田名部　タキ様～85歳、持続性身体表現性疼痛障害、妄想障害。訪問看護スタッフからの情報提供にて、ケアマネージャーより1～2ヶ月前より日付けの認識ができず、サービス内容について間違った問い合わせが頻回にあり、被害妄想もひどくなっているとの事。弁当が来ないと話すも玄関には弁当が置いてあったり、また、服薬確認も曖昧な為、服薬ボードを使用するが残薬の数があっていないとのことがある。主治医へ情報提供し、８月22日（月）10：30入院予定となる。現在、生活介助サービス利用し送迎など調整中である。
＜新患受診予定情報＞

・工藤　マツヨ様（84）

　相談状況：札幌市内のグループホームへ入居していたが、平成23年５月頃より、被害妄想、易

興奮性が顕著となり、猜疑感情が強まり、他入所者へ怒鳴ることや施設内に『物を
盗るな』と張り紙をするなど逸脱行為に至ることがある。施設対応が困難になり、
平成23年6月初旬に、桜台江仁会病院へ入院し、被害妄想は徐々に消失され気分
の安定化も図れた。平成23年８月10日退院後、長男が住む八戸市へ転居し生活保
護を受給し、男宅の近隣アパートへ単身生活をなっていた。やや注意散漫であるが
失行は認めず、日課や家事は概ね自立している。長男の訪問も毎日行われ、生活は
安定し服薬も確実に行われ、情動も安定している。転居に伴い、今後の通院医療機
関を当院とすることを希望し当院を８月29日（月）10時30分来院予定となる。身
体合併症として骨粗鬆症と高血圧に対する治療も不明確であるため、受診当日に確
認することとしている。
・松川　みどり様（47）

　相談状況：平成23年３月頃から、糖久帝の友人に対して「信用できない」と考えるようになり、
不眠、息苦しさなどの症状が出現するようになってきた。理由としては、今までの
ことをさまざま考えたからとのこと。周囲から精神科受診を勧められたが、受診に
対して消極的で受診には至っていない。８月頃より、息苦しさが、10日続き、中途
覚醒が頻回となり、断続的な睡眠となっている。５時間程度の睡眠で、時に不眠と
なることもあった。食欲も低下し1日１回のみとなっている。体重について3日で
3㎏減少しているとのこと。息苦しさ、不眠の軽減を目的とし治療を希望し、当院
での外来治療システムについて説明し、薬物療法が中心になることを了承され、家
族付き添いが可能な８月27日11時30分受診予定となる。
